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皆
様
よ
り
付
託
を
受
け
た
現
議
会
体
制

も
4
年
間
が
経
過
し
、
そ
の
任
期
が
満
了

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
4
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
コ
ロ
ナ
で
始
ま
り
、
コ
ロ
ナ
で
終
わ

る
。
そ
ん
な
印
象
を
受
け
ま
す
。
未
曾
有

の
緊
急
事
態
で
世
界
中
の
そ
こ
か
し
こ
で

混
乱
が
起
き
、
私
た
ち
の
生
活
ス
タ
イ
ル

は
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
村
で
も
、
コ
ロ
ナ
対
策

の
為
に
い
く
つ
か
事
業
を
実
行
し
て
参
り

ま
し
た
。
こ
ん
な
時
に
問
わ
れ
る
の
は
や

は
り
、
行
政
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
こ
れ
ら

の
事
業
を
村
民
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
活

か
す
の
か
。
議
員
と
し
て
の
責
任
の
重
大

さ
を
痛
感
す
る
と
共
に
適
切
な
判
断
が
求

め
ら
れ
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。
令
和
5

年
5
月
8
日
よ
り
コ
ロ
ナ
分
類
が
5
類
へ

変
更
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
一
旦
は
区
切
り

を
迎
え
る
わ
け
で
す
が
、
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
引
き
続
き
個
々
の
対
策
を
お

4
年
間
の
歩あ

ゆ
み

議
会
の
活
性
化
と �

 

議
員
力
の
更
な
る
向
上
を
期
待
し
て

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
う
し
て
無
事
に

任
期
を
全
う
で
き
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え

に
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜

物
で
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
皆
様
に
ご
満
足
頂

け
る
よ
う
な
議
会
レ
ベ
ル
で
な
い
こ
と
も

私
自
身
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
4
年

に
一
度
の
統
一
地
方
選
挙
が
あ
り
、
当
村

に
お
い
て
も
、
村
長
選
挙
・
村
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
次
世
代
の
リ
ー

ダ
ー
達
が
こ
の
村
の
将
来
の
為
に
ど
の
よ

う
な
舵
を
と
っ
て
い
く
の
か
。
本
当
の
意

味
で
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
る
重
要
な
年
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
村
民
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
関
心
を
持
っ

て
見
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
こ
の
4
年
間
議
会
へ
の
ご
支

援
ご
協
力
誠
に
あ　
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

�

朝
日
村
議
会
議
長　

北
村
　
直
樹

令和４年度末　現在の議員
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令
和
５
年
度
当
初
予
算

歳　
入

問　
骨
格
予
算
だ
が
歳
入
の
見
込
み

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
村
税
に
つ
い
て
は
年
間
見
込
み

を
計
上
。
６
月
の
肉
付
け
予
算
時
は

地
方
交
付
税
、
地
方
債
等
で
調
整
す

る
。防

災
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
請
負
費�

�
�

１
９
０
，０
０
０
千
円

問　
太
陽
光
発
電
の
検
討
の
余
地
は

な
い
の
か
？

答　
今
後
、
脱
炭
素
化
推
進
債
の
活

用
を
含
め
て
検
討
す
る
。
い
つ
で
も

載
せ
ら
れ
る
構
造
に
は
な
っ
て
い
る
。

地
域
公
共
交
通
確
保
事
業�

�
�

３
８
，０
４
１
千
円

問　
買
い
物
バ
ス
の
運
行
を
毎
日
し

て
欲
し
い
要
望
が
あ
る
が
。

答　
運
転
手
の
確
保
が
難
し
い
が
、

で
き
る
限
り
の
改
善
は
し
て
い
き
た

い
。

要
望　
こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
ま
す
ま

す
進
ん
で
い
く
た
め
、
早
期
に
対
応

願
い
た
い
。

ト
レ
セ
ン
長
寿
命
化
工
事
請
負
費�

�
�

５
３
，０
０
０
千
円

問　
既
存
屋
根
の
上
に
新
た
な
屋
根

を
設
置
す
る
カ
バ
ー
工
法
を
採
用
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
屋
根
の
耐
久
性

は
大
丈
夫
な
の
か
？

答　
カ
バ
ー
工
法
で
荷
重
が
保
て
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

３月
定例会
3/7 ～17

当初予算
全員協議会
質 疑

　令和５年３月定例会が３月７日（火）～３月17日（金）までの11日間で開催された。
　新型コロナウイルスの下火も受け、一般質問ではマスクを外しての質問となっ
た。今議会では、令和５年度の当初予算を含め下記の議案が提出され、慎重審議
の全議案を原案どおり可決した。

条例改正  
朝日村個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について
　令和３年の個人情報保護法が改正されたことに伴う制定。　　　ほか13件

発　議  

朝日村議会の個人情報の保護に関する条例の制定について
　法改正により、地方公共団体の執行機関に直接適用される個人情報保護法の規定が、地方議会には原
則対象外となるため、議会として制定した。

発議   1 件
条例   14 件
諮問   2 件（人権擁護委員の推薦）
同意   12 件（農業委員の任命の同意）
その他   3 件

令和５年度一般会計当初予算
� 骨格予算�33億2,600万円

　
令
和
５
年
度
予
算
は
４
月
に
村
長
選
挙
が
執
行
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
新
規
事
業
や
投
資
的
事
業
で
あ
る
施
策

的
な
経
費
を
極
力
抑
え
、
義
務
的
経
費
や
継
続
的
な
経

費
を
中
心
と
し
た
骨
格
予
算
と
し
て
い
る
。

　

原
則
、
通
年
に
お
け
る
義
務
的
経
費（
人
件
費
・
扶

助
費
・
交
際
費
）及
び
行
政
運
営
上
の
経
常
的
な
経
費
、

継
続
事
業
に
関
す
る
経
費
の
必
要
額
を
計
上
し
、
新
た

な
政
策
的
な
経
費
は
６
月
補
正
で
肉
付
け
予
算
を
編
成

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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臨時会

全員
協議会

　今年度、小学校プールの大規
模改修に着手したところ、外壁
の腐食が激しく今後25年先まで
の長寿命化を見据えて、追加改修費が提案された。質疑
討論が行われて原案どおり可決された。
　中村文映議員からは「限られた財源の中で、他の子育
て支援事業に使うべきではないか」と質疑があった。ま
た、中村議員は反対討論を行い、小林弘之議員、羽多野
美映議員、清沢正毅議員、髙橋廣美議員が「子どもたち
のために朝日村の財産であるプールを残したい」と賛成
討論を行い、賛成７、反対１で可決された。
　それに伴う工事請負変更契約も議決された。プール工
事は再開され令和５年秋には改修工事は終了する見込み
である。

　社会文教委員会では、「２年の振り返り」を
テーマに、フリートークを行いました。
　各委員会は定数５名、任期２年の中で議長
から付託された請願、陳情、議案等について
委員会内で所管調査や視察、聞き取りや懇談
を行いながら審議を深めていくのが役割です。
コロナ禍においては、全国的に人同士のコミュ
ニケーションが激減、朝日村でも例に漏れず
対話活動が皆無の時間が長く続きました。そ
の中で、議会として行った「村民懇談会」参
加者から頂いた様々なご意見は各委員会に付
託され、本委員会では教育関係について会議
や懇談会を開いてきました。一つの機会をきっ

かけに委員会活動が活発化したことが、対話
活動の重要性を証明していると感じました。
　今後に向けて委員会活動としてやっていき
たいことが次から次へと上がりました。教育
委員会の役割をもっと知り、子育て、地域づ
くりに生かす働きかけは？　住民福祉課や建
設環境課とのつながりも深めたい、農業の問
題はどうなっている？　ひとしきり意見が出
たあと、それを実行に移すため、積極的に行
政と情報共有をはかり、一人一人の議員が学
ぶことも必要だという共通認識をもちました。
各自今後の活動への思いを深めた振り返りに
なりました。� 社会文教委員　羽多野美映

小学校プール改修工事
6000万円追加一般会計補正予算可決

社会文教委員会
委員会活動を通じて実感「対話活動」の重要性

�第１回臨時会� 2/6
第２・３回臨時会� 2/10

・朝日村防災センター建設事業
・朝日村空家等対策計画 (案 )
・財政計画について
・朝日村スケート場照明施設改修工事
� など10項目について

・出産、子育て応援交付金
・観光関係指定管理者変更
・小学校プール棟改修工事
　�追加工事が見込まれるため、�
改修案等６パターンが示された。

12月16日 １月11日

今年秋には工事終了
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一 般
質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や

疑問をもとに、村政全般にわたり行政の姿勢をただすものです。

▲こちらから
動画でご覧
いただけます。

ここが聞きたい　８議員16項目

齊藤 勝則 議員

齊藤 勝則　議員（5ページ）
１ 野菜価格安定基金積み立ての補助金増額を
２ 防犯カメラの設置を進めていく必要が

小林 弘之　議員（6ページ）
１ 朝日村アイススケート場について
２ 村道除雪、塩カル散布作業について

羽多野 美映　議員（6ページ）
１ 村民参加型情報発信について
２ 村内の防犯対策の強化について
３ 帯状疱疹ワクチン接種補助について
４ 村民協働の子育て支援

高橋 良二　議員（7ページ）
１ 村営墓地霊園について

清沢 正毅　議員（7ページ）
１ 越川副村長就任後のミッションの進捗状況
２  不適正事務処理問題に対する再発防止に
　 向けた歯止め対策は？

髙橋 廣美　議員（8ページ）
１ 今後の村の森林林業への取り組みについて

林　邦 宏　議員（8ページ）
１ 村政４年間を村民目線で総括すると

中村 文映　議員（9ページ）
１ 西洗馬防災センターの設備について
２ 村の小水力発電に対する考え方について
３ あさひ保育園の「自然保育」について

問　
積
立
補
助
金
は
周
辺
市
村
の
Ｊ
Ａ
に

比
べ
、
か
な
り
低
い
の
で
Ｊ
Ａ
松
本
・
Ｊ

Ａ
塩
尻
・
Ｊ
Ａ
山
形
並
み
の
１
／
３
の
補

助
金
ま
で
増
額
し
て
欲
し
い
。
コ
ロ
ナ
禍

関
連
で
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
ま

た
風
埃
対
策
・
廃
プ
ラ
対
応
等
に
も
配
慮

を
頂
い
て
い
る
が
、
農
業
立
村
と
し
て
の

看
板
に
負
け
ぬ
よ
う
、
他
市
村
Ｊ
Ａ
と
足

並
み
を
揃
え
て
い
た
だ
き
、
専
業
農
家
以

外
の
小
規
模
農
家
に
対
し
て
も
、
何
ら
か

の
支
援
策
を
し
て
欲
し
い
。

産
業
振
興
課
長　
支
援
策
は
第
６
次
総
合

計
画
と
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
指
針
と
し
て
進

め
て
い
く
。次
世
代
に
つ
な
げ
る
農
業
と
、

誰
も
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
出
来
る
農
業
を
目
指

し
、
担
い
手
育
成
確
保
の
た
め
の
研
修
制

度
・
補
助
制
度
の
拡
充
を
図
る
。
農
地
の

集
積
・
集
約
化
を
推
進
し
て
多
様
な
農
業

経
営
ス
タ
イ
ル
へ
の
推
進
を
図
り
、
環
境

に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
農
業
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

総
務
課
長　
基
本
的
な
考
え
方
を
整
理
整

頓
し
必
要
な
箇
所
に
は
設
置
し
た
い
。

問　
昨
今
、
日
本
各
地
で
一
般
家
庭
を
巻

き
込
ん
だ
強
盗
殺
人
事
件
が
頻
繫
に
発
生

し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
件
は
組
織
的
で
、
盗
難
車
を

利
用
し
た
広
範
囲
に
渡
っ
た
内
容
と
な
っ
て

い
る
、
万
が
一
こ
の
よ
う
な
事
態
が
、
当
朝

日
村
で
発
生
し
た
場
合
の
対
処
法
は
。

①
事
件
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
は
。

②
当
村
で
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
数
。

③�

通
学
路
や
各
地
区
の
入
口
等
に
は
必
要

で
は
な
い
か
。

④�

村
民
に
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
る
啓
発

活
動
は
考
え
て
い
る
か
。

⑤�

個
人
情
報
を
ど
の
よ
う
に
守
る
の
か

総
務
課
長　
関
東
圏
に
近
く
高
速
道
路
等

の
ア
ク
セ
ス
も
あ
り
、
人
が
入
り
易
い
環

境
下
で
も
あ
る
の
で
犯
罪
か
ら
地
域
を

守
っ
て
行
く
必
要
性
は
あ
る
。
村
内
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
数
は
役
場
16
台
、
そ
の
他

７
つ
の
公
共
施
設
と
各
消
防
団
詰
所
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。
主
要
道
路
や
通
学
路
へ

の
設
置
は
、
関
係
機
関
の
助
言
を
い
た
だ

き
進
め
て
い
き
た
い
。
防
犯
の
啓
発
活
動

は
塩
尻
朝
日
防
犯
協
会
か
ら
の
「
ぶ
ど
う

の
里
」
広
報
紙
で
対
応
し
て
い
る
。

野
菜
価
格
安
定
基
金

�

積
立
補
助
金
の
増
額
を

答　
増
額
に
つ
い
て
は
、前
向
き
に
検
討
す
る
。
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羽多野 美映 議員

「
情
報
発
信
あ
り
方
検
討
」

�

1
年
後
の
進
捗
は
？

答　
年
6
回
の
検
討
会
を
経
て
集
約
、
整
理
の
段
階
。

�

紙
媒
体
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
2
本
柱
で
検
討
中
。

問　
現
在
、
朝
日
村
ス
ケ
ー
ト
場
は
無
償

で
使
用
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
イ
ン
フ
ラ

の
高
騰
現
状
か
ら
有
償
の
考
え
は
村
と
し

て
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

村
長　
教
育
委
員
会
の
方
は
、
有
償
化
も

含
め
て
検
討
す
る
と
答
弁
を
し
ま
し
た
が

私
は
、
逆
に
無
償
の
ま
ま
で
い
い
か
と
私

は
思
っ
て
い
る
。

問　
ス
ケ
ー
ト
靴
の
購
入
に
つ
い
て

教
育
次
長　
購
入
で
あ
れ
ば
新
し
い
物
で

計
画
的
に
更
新
し
て
い
く
こ
と
が
適
当
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
ス
ケ
ー
ト
場
整
備
人
員
不
足
に
つ
い
て

答　
広
報
へ
の
掲
載
な
ど
村
の
出
来
る
範

囲
で
人
員
確
保
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
除
雪
機
の
増
台
に
つ
い
て

教
育
次
長　
購
入
と
維
持
管
理
費
用
も
踏

ま
え
必
要
台
数
を
精
査
し
今
後
一
定
の
台

数
の
確
保
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
村
道
本
郷
坂
の
除
雪
作
業
、
塩
カ
ル

散
布
作
業
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
？

建
設
環
境
課
長　
村
道
、
通
称
本
郷
坂
は

路
面
凍
結
防
止
の
塩
カ
ル
散
布
作
業
を
行

う
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。
役
場
へ
の
問

合
せ
は
散
布
希
望
場
所
を
間
違
え
て
認
識

し
た
可
能
性
が
あ
り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
針
尾
ス
ケ
ー
ト
場
周
辺
で
は
氷

へ
の
影
響
を
考
慮
し
塩
カ
ル
散
布
は
行
っ

て
お
り
ま
せ
ん
散
布
以
外
で
凍
結
が
厳
し

い
所
は
個
人
で
の
散
布
に
ご
協
力
を
頂
い

て
お
り
、
塩
カ
ル
は
役
場
窓
口
で
申
請
し

て
頂
き
配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
小
学
生
児
童
の
通
学
路
、
県
道
の
グ

リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
の
除
雪
対
応
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
か
？

建
設
環
境
課
長　
歩
行
に
支
障
が
で
る
場

合
、
小
中
学
校
と
協
議
を
行
い
各
Ｐ
Ｔ
Ａ

へ
の
皆
さ
ん
に
除
雪
の
ご
協
力
を
頂
い
て

お
り
ま
す
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
は

検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
先

ず
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
に
グ
リ
ー
ベ
ル
ト
の
除

雪
を
お
願
い
し
て
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。

問　
行
政

↔

村
民
双
方
向
の
情
報
交
換
、

シ
ス
テ
ム
化
は
可
能
か
？

企
画
財
政
課
長　
今
の
シ
ス
テ
ム
で
も
実

現
は
可
能
だ
が
、
運
用
化
に
課
題
。

要
望　
新
た
な
取
り
組
み
を
す
れ
ば
失
敗

は
あ
る
。
恐
れ
ず
に
試
す
こ
と
で
生
ま
れ

る
村
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大

事
に
し
て
ほ
し
い
。

ど
う
な
る
朝
日
村
の
防
犯
対
策
？

問　
防
犯
カ
メ
ラ
は
？　
ド
ア
ホ
ン
の
補

助
は
？　
デ
ジ
タ
ル
、
ア
ナ
ロ
グ
両
面
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
？

総
務
課
長　
カ
メ
ラ
設
置
は
以
前
か
ら
検

討
さ
れ
て
き
た
。
運
用
の
課
題
は
被
撮
影

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
。
最
近
の

犯
罪
事
情
を
鑑
み
る
と
、
ト
ー
タ
ル
的
な

考
え
の
中
で
運
用
目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
、

整
理
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
な

段
階
に
来
て
い
る
。
防
犯
協
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
と
と
も
に
年
一
度
「
安
心
の
家
」

を
訪
問
す
る
な
ど
、
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

要
望　
情
報
共
有
、
安
心
感
の
あ
る
環
境

づ
く
り
を
積
極
的
に
！　
見
え
な
い
も
の

へ
の
不
安
を
解
消
し
て
ほ
し
い
。「
安
心

の
家
」
場
所
の
見
直
し
を
！

問　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
補
助
検
討
を　

住
民
福
祉
課
長　
予
防
接
種
法
で
規
定
さ

れ
な
い
「
任
意
接
種
」。
国
で
は
慎
重
に

審
議
し
、
定
期
接
種
＊
化
へ
向
け
て
検
討

中
で
あ
る
た
め
、
進
捗
を
見
て
検
討
。��

＊「
定
期
接
種
」国
が
接
種
を
勧
奨
し
、
公
費

負
担
の
対
象
と
な
る
も
の
。

提
案　
ま
ず
は
帯
状
疱
疹
の
情
報
共
有
、

予
防
の
た
め
の
生
活
の
し
か
た
や
治
療
時

期
を
逃
さ
な
い
よ
う
な
啓
発
が
必
要
。

答　
テ
レ
ビ
松
本
で
で
き
る
と
思
う
。
検

討
す
る
。

小林 弘之 議員

ス
ケ
ー
ト
場
有
償
の
村
の
考
え
は
？

村
道
除
雪
、塩
カ
ル
散
布
作
業
の
状
況
は
?

答　
■  

無
償
の
ま
ま
で　
■  

路
面
凍
結
、
村
民
・
児
童
の
安
全
を

スケート場整備の様子
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清沢 正毅 議員

副
村
長
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

�

進
捗
状
況
は

答　
道
半
ば
で
あ
る
が
良
く
取
り
組
ん
で
い
る

高橋 良二 議員

村
営
墓
地
霊
園

�

検
討
委
員
会
設
置
し
た
の
か

答　
討
委
員
会
は
設
置
し
て
い
な
い

　
墓
地
霊
園
に
つ
い
て
、
こ
こ
三
十
年
間

の
間
に
団
地
化
が
進
み
多
く
の
住
民
が
村

内
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く
の

人
が
墓
の
な
い
状
況
で
す
。
将
来
に
渡
っ

て
村
に
住
み
続
け
た
い
村
民
に
と
っ
て
終

末
期
を
迎
え
た
時
に
、
墓
地
霊
園
が
な
い

と
い
う
事
は
寂
し
い
事
で
す
。
村
長
は
樹

木
葬
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、ま
た
、

検
討
委
員
会
等
で
前
向
き
に
協
議
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
検
討
委
員
会
を
設
置
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
結
果
は

ど
う
で
す
か
。
場
所
の
問
題
に
つ
い
て
提

案
が
あ
り
ま
す
。
天
文
台
横
の
畑
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
見
晴
ら
し
も
よ
く
交
通

の
便
も
よ
く
最
適
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
。

建
設
課
長　
課
内
で
検
討
し
た
中
で
は
、

村
条
例
の
墓
地
設
置
基
準
に
適
し
た
場
所
を

確
保
す
る
事
が
難
し
い
。
近
隣
を
見
ま
す
と

合
葬
墓
や
樹
木
葬
だ
け
を
単
独
で
し
て
い
る

所
は
な
い
。霊
園
の
中
の
一
部
で
し
て
い
る
、

村
内
の
聞
き
取
り
で
は
無
宗
教
、
檀
家
が
な

い
方
を
対
象
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、

霊
園
の
候
補
地
は
天
文
台
周
辺
は
農
業
振
興

地
域
で
古
見
原
と
一
体
の
地
域
で
、
農
地
か

ら
の
転
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　
な
ぜ
検
討
委
員
会
を
開
か
な
か
っ
た

の
か

村
長　
か
な
り
真
剣
に
協
議
は
し
た
が
、

検
討
委
員
会
の
実
現
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
管
理
し
て
い
く
に
は
ど
の
く
ら
い
の

仕
事
量
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
候
補
地
が

今
の
と
こ
ろ
な
い
。

問　
候
補
地
と
し
て
、
熱
田
神
社
の
前
を

山
の
方
に
向
か
っ
て
行
く
と
、
中
通
り
の

畑
が
あ
り
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

建
設
課
長　
墓
地
設
置
条
例
が
あ
る
、
民

家
か
ら
の
距
離
を
考
え
見
極
め
て
い
く
。

訂
正　
前
回
号
で
富
山
県
朝
日
町
の
人
口

11
万
人
位
と
あ
り
ま
し
た
が
、
１
万
人
で

す
。
訂
正
し
お
詫
び
致
し
ま
す
。

問　
即
戦
力
で
あ
る
越
川
副
村
長
が
就
任

さ
れ
て
早
く
も
1
年
近
く
が
経
ち
ま
す
。

現
状
況
に
お
い
て
小
林
村
長
が
副
村
長
に

期
待
し
て
い
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
成
果
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
の

か
、
ま
た
今
後
の
課
題
は
？

村
長　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
緊
急
医

療
体
制
の
検
討
そ
し
て
新
た
に
空
き
家
問

題
・
行
政
事
務
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
応

な
ど
５
つ
ぐ
ら
い
の
大
き
な
テ
ー
マ
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
評
価
と
し
て
は

空
き
家
対
策
に
関
わ
る
新
た
な
条
例
起
案
2

件
、
ま
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
お
い
て
は

ま
だ
道
半
ば
で
は
あ
る
が
、
良
く
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
の
課
題
の
大
き

な
も
の
は
無
医
村
回
避
へ
の
取
り
組
み
。

問　
副
村
長
ご
自
身
で
の
進
捗
状
況
の
評

価
と
今
後
の
課
題
は
？

副
村
長　
民
間
で
の
経
験
と
行
政
運
営
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
い
か
に
埋
め
て
い
く
か
が

当
初
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。窓
口
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
は
画
一
的
な
も
の
の
導
入
で

は
な
く
、
接
遇
を
考
え
る
マ
イ
ン
ド
を
い

か
に
盛
り
上
げ
て
い
く
か
が
大
事
、
道
半

ば
で
あ
る
が
研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
さ
ら

に
取
り
組
む
。
そ
の
他
内
部
監
査
の
有
効

機
能
展
開
と
不
適
切
事
項
の
確
実
な
是
正

対
応
、
監
査
員
と
な
っ
た
職
員
資
質
の
向

上
に
貢
献
、
ま
た
新
た
な
空
き
家
対
策
に

関
わ
る
条
例
2
件
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
普
及

促
進
、
村
の
将
来
に
向
け
た
医
療
体
制
の

検
討
に
も
着
手
、
今
後
保
健
所
近
隣
の
医

療
機
関
と
連
携
し
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
無
医
村
回
避
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

問　
不
適
正
事
務
処
理
問
題
の
再
発
防
止

対
策
は
？

総
務
課
長　
業
務
の
手
順
と
法
令
を
可
視
化

し
、
進
捗
管
理
表
を
作
成
し
て
課
長
が
確
実
に

検
証
し
月
初
め
に
理
事
者
に
報
告
し
て
い
る
。

そ
し
て
内
部
監
査
機
能
を
有
効
に
活
用
し
、
職

員
相
互
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
充
実
さ
せ
て

再
発
防
止
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
職
員

意
識
向
上
に
向
け

職
務
遂
行
能
力
表

を
新
た
に
作
成
し
、

職
員
の
能
力
向
上

と
人
材
育
成
に
役

立
て
て
い
く
。

ミッションの一つ 窓口対応向上
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林　邦宏 議員

村
政
４
年
間
を
村
民
目
線
で

�

総
括
す
る
と

答　
事
業
の
執
行
で
は
、
村
民
に
不
信
感
を
与
え
な
い
よ
う
対
応
す
る

髙橋 廣美 議員

今
後
の
村
の
森
林
林
業
の

�

発
展
に
ど
う
取
り
組
む
か

答　
林
地
の
場
所
状
況
に
合
わ
せ
た
施
策
を
と
る

問　
国
の
拡
大
造
林
政
策
に
よ
っ
て
植
え

ら
れ
た
人
工
林
、
特
に
朝
日
村
に
お
い
て

は
カ
ラ
マ
ツ
林
が
多
く
、
樹
齢
も
50
年
以

上
に
な
り
伐
期
を
迎
え
て
い
る
。
国
県
で

は
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達
成

や
災
害
防
止
等
を
図
る
た
め
、
森
林
整
備

等
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
森
林

税
（
森
林
環
境
税
）
を
創
設
し
た
。
そ
こ

で
お
聞
き
を
し
ま
す
。
当
村
に
お
い
て
今

後
ど
の
よ
う
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て

国
県
の
方
針
を
受
け
森
林
整
備
等
の
事
業

を
推
進
し
て
い
く
の
か
。

①
奥
地
に
あ
る
村
有
林
は
ど
う
す
る
の
か

産
業
振
興
課
長　
木
材
を
搬
出
す
る
の
は

林
道
整
備
等
経
費
が
掛
か
り
す
ぎ
る
の

で
、
水
源
涵
養
林
、
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
林
、
と

し
て
整
備
を
し
て
い
く
。

問

　

②�

里
山
を
公
民
館
活
動
、
学
校
教
育
分
野

の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
で
き
な
い
か

③
各
生
産
森
林
組
合
の
課
題
の
解
決
策
は

④�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
森
林
林
業
に
特

化
し
た
考
え
で
採
用
で
き
な
い
か

村
長　
②
、
③
、
④
に
対
す
る
答
弁
を
す

る
。
三
俣
作
業
棟
を
中
心
に
、
都
会
か
ら

若
者
を
呼
び
、
移
住
・
定
住
の
施
策
を
考

え
た
い
。

問　

令
和
２
年
２
月
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
始
ま
り
、
村
政
に
も
混
乱

が
発
生
し
鉢
盛
山
登
山
マ
ラ
ソ
ン
の
中
止
が

委
託
事
業
者
に
伝
達
さ
れ
ず
参
加
料
金
が
徴

収
さ
れ
、
返
金
処
理
と
な
り
、
そ
の
諸
費
用

が
「
イ
ベ
ン
ト
中
止
に
伴
う
臨
時
支
援
金
」

と
い
う
名
目
の
議
案
で
６
月
議
会
に
、
ま
た

当
初
予
算
書
に
未
計
上
で
あ
つ
た
「
レ
タ
ス

化
粧
品
開
発
」
の
議
案
も
思
い
付
き
議
案
と

言
わ
れ
て
も
仕
方
な
く
、
裁
決
の
結
果
２
議

案
共
に
否
決
と
な
っ
た
。

　

令
和
３
年
３
月
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
―
場
の
指

定
管
理
者
樫
山
ス
ノ
ー
テ
ッ
ク
が
10
年
間
の

指
定
管
理
期
間
を
８
年
間
で
契
約
破
棄
し
た
。

　
そ
の
際
、
行
政
側
と
指
定
管
理
者
間
で
交
渉

が
十
数
回
に
渡
り
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
議
会

に
は
協
議
の
結
果
報
告
の
み
が
提
示
さ
れ
た
。

　

内
容
は
ス
ノ
ー
マ
シ
ン
の
ビ
ニ
ー
ル
カ

バ
ー
20
基
分
60
万
円
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
40
着
分
１
９
７
万
円
余
り
を

支
払
い
た
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
２

点
の
物
品
に
は
購
入
時
で
の
正
規
の
帳
票
類

（
注
文
書
・
納
品
書
・
請
求
書
・
領
収
書
）
は

一
切
存
在
せ
ず
当
村
の
財
務
規
則
の
「
需
用

費
」
か
ら
の
予
算
執
行
は
出
来
な
い
の
で
は

な
い
か
裁
決
時
私
は
反
対
し
た
が
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
た
。

　

更
に
こ
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
は
12
月
か
ら
、
３

月
ま
で
使
用
済
み
の
中
古
品
な
の
に
、
品
質

が
良
い
か
ら
と
称
し
て
、
新
品
同
様
の
価
格

で
購
入
し
た
い
、
社
会
通
念
か
ら
大
き
く
外

れ
た
副
村
長
の
答
弁
に
は
閉
口
し
た
。
ま
た

貴
重
な
村
財
源
を
こ
の
よ
う
な
公
正
で
な
い

物
品
購
入
に
支
出
し
た
こ
と
は
遺
憾
に
思
っ

て
い
る
。

　
質
問
に
入
り
ま
す

①�

村
民
の
皆
様
か
ら
「
経
営
会
議
」
の
開
催

内
容
は
と
尋
ね
ら
れ
ま
す
。

②�

行
政
事
務
の
「
誤
字
や
議
案
番
号
等
の
管

理
ミ
ス
」
撲
滅
は
出
来
な
い
の
か
。

③�

工
事
開
始
等
の
住
民
へ
の
連
絡
は
、
工
事
業

者
か
ら
で
な
く
、
事
前
に
行
政
か
ら
で
は
な

い
の
か
。

④�

Ｈ
社
の
横
出
ヶ
崎
地
区
進
出
や
村
道
西
洗
馬

17
号
線
工
事
を
執
行
す
る
際
、
近
隣
の
議

員
・
区
長
・
地
区
長
に
情
報
提
供
を
事
前
に

せ
ず
、
執
行
さ
れ
た
の
は
行
政
へ
の
信
頼
感

を
喪
失
さ
せ
た
と
思
う
が
い
か
が
か
。

⑤�

横
出
ヶ
崎
地
区
住
民
と
の
約
束
、
Ｈ
社
工

場
視
察
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

総
務
課
長　

公
文
書
の
ミ
ス
撲
滅
は
校
正
・

合
一
を
的
確
に
実
施
し
て
再
発
を
防
止
す
る
。

建
設
環
境
課
長　

工
事
等
の
住
民
へ
の
連
絡

は
行
政
か
ら
文
章
・
口
頭
で
確
実
に
通
知
す

る
。
Ｈ
社
の
工
場
視
察
は
３
月
15
日
午
後
３

時
か
ら
実
施
す
る
。

村
長　

行
政
改
革
が
目
的
で
、
行
政
業
務
の

資
質
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

松本地区育樹祭 小学生も参加
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中村 文映 議員

新
防
災
セ
ン
タ
ー
に

�

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
！

答　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
現
に
向
け
新
た
な
補
助
金
を
探
し
実
現
し
て
い
く
。

行
政
視
察
小
水
力
発
電

�

候
補
地
等 

視
察

問　
12
月
の
議
会
で
「
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
」は
必
要
で
は
な
い
か
と
質
問
し
た
。

村
の
回
答
は「
整
備
し
な
い
」だ
っ
た
が
、

改
め
て
防
災
セ
ン
タ
ー
に
太
陽
光
発
電
は

必
要
と
思
う
が
如
何
か
。

総
務
課
長　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
実

行
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、
新
た
な
補
助

金
も
探
し
実
現
し
て
い
き
た
い
。

問　
地
域
防
災
は
堅
牢
な
建
物
が
あ
れ
ば

そ
れ
で
「
良
し
」
で
は
な
い
。
日
頃
の
地

域
の
繋
が
り
が
あ
っ
て
こ
そ
の
防
災
だ
。

常
時
公
民
館
活
動
や
繋
が
り
の
場
と
し
て

利
用
し
て
よ
い
か
。

村
長　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
す
。

村
の
小
水
力
発
電
に
対
す
る
村
の
考
え
は

問　
鎖
川
で
「
小
水
力
発
電
の
建
設
」
計

画
が
あ
る
が
、
地
元
か
ら
は
反
対
の
声
も

上
が
っ
て
い
る
。「
川
の
水
は
誰
の
も
の

か
。」
ま
た
、
村
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

自
然
環
境
を
変
え
て
ま
で
作
る
必
要
は
あ

る
か
。

建
設
環
境
課
長　
村
民
の
水
と
考
え
る
。

村
に
固
定
資
産
税
が
入
る
。
Ｃ
Ｏ
２
の
削

減
に
貢
献
す
る
事
業
と
考
え
る
。

村
長　
計
画
に
変
更
も
あ
る
と
聞
く
、
煮

詰
ま
っ
て
か
ら
検
討
す
る
。

県
の「
自
然
保
育
」の
認
定
を
取
っ
た
ら
ど
う
か

問　
保
育
園
で
は
現
在
「
自
然
保
育
」
を

行
っ
て
い
る
が
、
一
歩
進
め
て
県
の
「
信

州
型
自
然
保
育
認
定
制
度
」
の
認
定
を

取
っ
た
ら
ど
う
か
。

保
育
園
長　
自
然
保
育
は
既
に
や
っ
て
い

る
、
そ
の
必
要
を
感
じ
な
い
。
今
の
人
員

体
制
で
は
メ
リ
ッ
ト
以
上
に
、
書
類
作
成

や
、
新
た
な
保
育
記
録
な
ど
保
育
士
の
負

担
が
増
え
デ
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。
認
定
は

し
ば
ら
く
研
究
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
人
員
確
保
と
保
育
の「
質
の
向
上
」

は
別
問
題
。
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
職
員
の
研
修
・
交
流
の
機
会
が
増
え
、

保
育
の
「
質
の
向

上
」
に
繋
が
る
と

考
え
る
。

　
３
月
議
会
最
終
日
の
17
日
に
３
ケ
所
の

行
政
視
察
を
行
っ
た
。

　
長
野
県
企
業
局
で
は
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
（
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
）
に
向

け
、
水
力
発
電
所
の
建
設
を
積
極
的
に
進

め
て
お
り
、
民
間
企
業
に
よ
る
朝
日
村
内

の
鎖
川
で
水
力
発
電
の
開
発
可
能
性
に
つ

い
て
調
査
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
当
村

で
も
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質

ゼ
ロ
（
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
）
に
向
け
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
・
検
討
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
小
水
力
発
電
は
ダ
ム
等
を

作
る
の
で
は
な
く
河
川
の
水
を
そ
の
ま
ま

利
用
す
る
発
電
方
式
。
説
明
会
も
昨
年
５

月
に
行
い
、
今

年
１
月
に
地
元

御
馬
郷
地
区
で

開
催
さ
れ
様
々

な
意
見
が
出
さ

れ
た
。
視
察
で

は
発
電
所
建
設

ル
ー
ト
も
二
転

三
転
し
て
お

り
、
ど
う
な
る

か
不
安
な
も
の

を
感
じ
る
。
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
よ
く

精
査
し
村
、
地

元
判
断
が
重
視

さ
れ
る
が
議
会

で
も
見
守
っ
て

い
き
た
い
。

　
村
道
西
洗
馬

７
号
線
の
工
事

は
、
ほ
ぼ
９
割

方
完
成
し
て
い

る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
交
通
の
便
も
良
く
な
る
こ
と
だ
ろ

う
。
こ
の
工
事
に
当
た
っ
て
は
再
三
、
議

会
で
議
論
が
さ
れ
て
い
る
が
、
完
成
に
あ

た
っ
て
道
路
側
近
の
地
権
者
と
の
立
ち
合

い
の
も
と
で
、
後
々
問
題
に
な
ら
な
い
よ

う
行
政
対
応
を
し
て
頂
き
た
い
。

　
次
に
、
令
和
４
年
度
緊
急
自
然
災
害
防

止
対
策
事
業
で
村
道
針
尾
幹
２
号
線
（
東

電
道
路
）
排
水
路
整
備
工
事
状
況
の
視
察

を
行
っ
た
。
約
７
９
３
㍍
と
長
い
工
事
に

な
っ
て
い
る
。
完
成
は
令
和
５
年
３
月
の

予
定
。
最
新
の
排
水
路
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
効
率
的
な
排
水
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
大
雨
に
よ
る
雨
水
は

農
地
に
入
り
難
い
よ
う
に
な
り
、
地
権

者
に
迷
惑
掛
け
な
く
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。
後
は
雨
量
に
も
よ
る
が
大
雨

洪
水
時
に
は
見
守
り
が
必
要
と
思
う
。

�

（
小
林
弘
之
）

水力発電候補地

西洗馬７号線
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議会
改革

開かれた議会を目指して

議会改革その一歩‼
�議員のなり手不足はなぜ？�
　議会は４年前、二期連続の村議会選挙無投票だっ
たことを受け、何故無投票になったのか、無投票を
回避するにはどんな「議会改革」をすればよいのか
を議会運営委員会を中心に話し合いをおこないまし
た。その話し合い中で、「議会が村民に開かれてい

ない」「議会の活動が村民に知られていない」ので
は？「もっと行政や議会を身近に感じてもらいたい」
「議員が出かけて行って直接村民の声を聞く必要が
ある」など課題と施策が見えてきました。

�「地区懇談会」の開催　議員自ら出かけ、声を聴こう！�
　最初に議会が取り組んだのが全地区での「村民懇
談会」の開催でした。議員を２班に分け、議員自ら
がチラシを配り、地区長さんのご協力を頂いて議員
がいない地区から開催をしました。村内とは言え、
初めて足を踏み入れた地域もありました。懇談会で
は様々な議会への要望、地区の抱える課題について
相談や要望を頂きました。議員が答えられるものに
ついてはその場で回答し、行政への要望については
担当課に繋ぐ対応を致しました。しかし、残念なが

ら全地区を回ることは、コロナ禍により中止を余儀
なくされました。
　昨年感染状況もウィズコロナの段階に入り、今出
来ることは何かを探る中、２回の「村民懇談会」を
開催し、多くの皆さんから貴重なご意見を聴くこと
ができました。そこでの「課題」は各委員会で検討し、
個々の議員活動で取り上げたり、行政へ村民の声と
して要望し回答や対応をしてもらいました。

�議会モニター制度発足　議会への関心と監視を�
　もう一つの試みが「議会モニター」制度の導入です。
モニターさんには議会定例会や委員会を傍聴したり、
議会だよりを読んでもらって議会モニター会議に参
加し発言を頂いたり、メールで気が付いたことや感
想をお寄せいただきました。その中には議員が気づ
かずにやり過ごした会議のあり方、発言についての
厳しい指摘もあり、議員の学びの場となりました。
　議会だよりで募集を行い、当初7名で発足しまし
たが、現在は議員の声がけもあり10名の皆さんに参

加して頂いています。
　昨年行われた補欠選挙や今回の統一選挙には多く
のモニター経験者が立候補されたことは、制度の当
初目的が実を結んだと考えています。
　モニター制度は今後の議会でも継続される制度で
す。多くの皆さんに議会に関心をもってもらい、モ
ニターに参加して村政を語りあって頂ければと思っ
ています。�
� 議会運営副委員長　中村　文映

＊村長の４年間の村政についての総括を質問される方がおられず少々物足りなさを感じた。
＊議会中のスクリーンでの説明が傍聴席から見えにくい。
＊行政職員の声が小さく早口で聞き取りにくい。
＊傍聴者への資料も大量になる。タブレットの貸し出しも検討しても良いのでは。

村長の４年間の「村政運営」は？
3月定例会にも連日多くの傍聴がありました。モニターから届いたご意見と
感想の中から、いくつかを紹介します。

３月 定例会
モニター感想
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長
野
県
町
村
議
会
議
長
会

議会活動日誌

１月

4 水 令和５年朝日村新年祝賀会
8 日 令和４年度　朝日村二十歳のつどい
9 祝 令和５年朝日村消防団出初式
11 水 全員協議会　 ４P

18 水 民生委員推薦会
19 木 令和５年東筑摩郡村長会・議長会新年会
27 金 朝日村農業振興地域整備促進協議会
31 火 コンビニ交付開始セレモニー

２月

1 水 松塩地区広域施設組合議会
3 金 議会運営委員会
4 土 令和４年度　朝日村人権講演会　 11P

6 月 第１回臨時会　 ３P

中学校組合議会
10 金 松本広域連合議会2月定例会

第2・3回臨時会・全員協議会　� ４P

13 月 松塩筑木曽老人福祉施設組合定例会
21 火 第３回朝日村空家等対策協議会
22 水 長野県町村議会議長会定期総会　� 11P

24 金 朝日村防災会議
朝日村防災センター建設委員会

28 火 議会運営委員会
松本地域公共交通協議会朝日村部会
令和４年度朝日村
地域福祉計画策定推進委員会

３月

1 水 第３回朝日村男女共同参画審議会
7 火 定例会開会　 ４P

10 金 常任委員会
14 火 一般質問�　 P5 ～ P11

16 木 令和４年度　朝日小学校卒業式
17 金 定例会閉会
20 月 行革推進委員会

朝日村土地開発公社理事会
24 金 松塩地区広域施設組合環境保全協議会

令和４年度　あさひ保育園卒園式
東筑議長会総会

議員
活動報告

地
域
を
目
で
見
て

聞
い
て
参
加

　
２
月
22
日
に
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

第
36
回
長
野
県
町
村
議
長
会
定
期
総
会
へ
出

席
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
長
野
県

下
58
の
町
村
議
長
が
一
同
に
集
ま
り
、
テ
ー
マ

と
し
て「
令
和
５
年
の
事
業
計
画
」「
議
員
の
な

り
手
不
足
」に
つ
い
て
協
議
い
た
し
ま
し
た
。

各
町
村
の
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
適
確
に
対

応
し
て
町
村
の
振
興
発
展
と
議
会
機
能
の
充

実
強
化
し
て
い
く
こ
と
、
少
子
高
齢
化
に
伴

う
2
0
4
0
年
問
題
・
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭

素
化
の
推
進
な
ど
、
58
の
町
村
が
共
に
連
携

を
し
な
が
ら
取
り
組
む
と
い
う
話
し
合
い
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
、
地
方

議
員
の
な
り
手
不
足
は
深
刻
な
課
題
で
あ
り
、

全
国
に
お
い
て
も
約
27
％
の
市
町
村
で
無
投

票
選
挙
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
に
は
地
方
議
員
に
お
け
る
報
酬
面

も
一
つ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
特
に
若
手
議
員
に
と
っ
て
は
、
収
入
面
に

お
け
る
不
安
・
4
年
後
の
選
挙
リ
ス
ク
・
社

会
保
障
制
度
が
な
い
不
安
定
な
現
状
等
々
、

ま
た
議
員
と
し
て
の
活
動
費
も
全
て
自
ら
の

持
ち
出
し
の
現
状
下
で
満
足
の
い
く
活
動
が

出
来
な
い
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
実
情
を
現
職

議
員
は
し
っ
か

り
と
受
け
止
め

今
後
の
課
題
と

し
て
各
町
村
が

真
剣
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
北
村
直
樹
）

　

２
月
４
日
、
駒
ケ
根
市
議
会
副
議
長
の

氣
賀
澤
葉
子
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
約

８
割
が
男
性
だ
っ
た
会
場
を
ご
覧
に
な
り
、

「
朝
日
村
は
意
識
の
高
い
方
々
が
多
い
」
と

感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
協
議
会
の
構

成
が
女
性
３
割
、
昼
間
の
開
催
で
子
育
て

世
代
は
参
加
で
き
る
か
と
い
う
と
、
ま
だ

ま
だ
簡
単
に
実
現
で
き
な
い
の
だ
と
い
う

　
議
員
は
、
議
員
活
動
日
誌
の
と
お
り
沢
山
の
諸
会
議
・
行
事
・
研
修
及
び
視
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
主
だ
っ
た
活
動
に
つ
い
て
御
報
告
し
ま
す
。

朝
日
村
人
権
講
演
会『
女
性
議
員
が
少
な
い
男
女
共
同
参
画
』

印
象
を
受
け
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

女
性
が
自
由
に
社
会
参
加
で
き
る
土
壌
は
、

地
域
、
家
庭
に
あ
り
、
環
境
を
整
え
て
い

く
の
に
は
時
間
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
は
、子
育
て
、介
護
、貧
困
、

多
く
の
課
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も
お

話
し
い
た
だ
き
、
紙
面
で
は
お
伝
え
し
き

れ
な
い
ボ
リ
ュ
ー
ム
あ
る
内
容
で
、
有
意
義

な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。�

（
羽
多
野
美
映
）

58の町村議長が集まる



　
近
く
て
便
利
と
い
う
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、食
品
、雑
貨
、

の
販
売
は
も
ち
ろ
ん
、
印
刷
、
A
T
M
、
最
近
で
は
朝
日
村
に

お
い
て
も
住
民
票
等
各
種
証
明
書
の
発
行
が
可
能
と
な
り
、
住

民
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
役
場
に
隣
接
す
る
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

信
州
朝
日
村
店
」
を
訪
問
、
ス
タ
ッ
フ
の
新
井
江
利
子
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

村
内
唯
一
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
、
庁
舎
の
移
転
と
と
も

に
開
店
し
５
年
が
経
ち
ま
す
。

　
「
小
さ
な
ス
ー
パ
ー
と
し
て
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
冷
蔵
庫
の
イ
メ
ー

ジ
の
店
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
い
。

地
場
の
野
菜
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
、

朝
日
村
な
ら
で
は
の
店
舗
を
目
指

し
た
い
」
と
、
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

店
内
に
は
そ
の
季
節
の
朝
日
村

産
の
野
菜
等
が
並
び
、
特
に
夏
に

は
、
安
く
て
新
鮮
な
野
菜
を
目
当

て
に
村
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪

れ
ま
す
。
最
近
村
の
特
産
物
に
と

注
目
の
ビ
ー
ツ
も
人
気
で
す
。

　

営
業
時
間
は
朝
６
時
か
ら
夜
11

時
ま
で
。
村
民
の
食
、
文
化
等
様
々

な
情
報
発
信
の
基
地
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
髙
橋
廣
美
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊

�

原
　
和
泉
さ
ん

　
自
給
自
足
と
い
う
考
え
と
自
然
の

流
れ
に
沿
っ
て
生
き
る
こ
と
の
力
強

さ
に
憧
れ
て
、
人
生
の
次
の
目
標
を

農
業
と
定
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
夫
と
子
供

達
と
共
に
朝
日
村
に
や
っ
て
き
て
早

2
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
美

し
い
自
然
に
囲
ま
れ
、
人
々
の
優
し

さ
に
触
れ
、
思
い
描
い
て
い
た
以
上

に
充
実
し
た
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
去
年
人
生
で
初
め
て
野

菜
を
育
て
ま
し
た
が
、
殆
ど
知
識
が

な
か
っ
た
た
め
霧
の
中
を
歩
い
て
い

る
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。
し
か
し
私

達
が
作
っ
た
野
菜
を
食
べ
た
方
々
か

ら
“
美
味
し
か
っ
た
よ
”
と
温
か
い

言
葉
を
か
け
て

い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
、
そ
の

時
に
感
じ
た
喜

び
と
高
揚
感
、

こ
れ
が
今
後
も

私
に
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
与
え
続
け
て
く
れ
る
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
は
奥
深
過
ぎ
て
形
に
な
る
ま

で
何
年
か
か
る
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
野
菜
に
耳
を
傾
け
て
自
然
に
寄

り
添
っ
て
、
い
つ
か
自
分
達
に
適
し

た
農
業
の
形
に
た
ど
り
つ
け
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
農

業
を
体
験
し
た
い
人
や
農
業
を
始
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
に
農
業

の
楽
し
さ
、素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
、

農
業
人
口
の
増
加
に
少
し
で
も
役
に

立
つ
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
私
の
夫
は
イ
ギ
リ
ス
人
な
の

で
、
村
内
や
近
隣
の
子
供
達
を
対
象

に
英
語
教
室
を
開
き
、
将
来
世
界
に

羽
ば
た
く
可
能
性
の
あ
る
子
供
達
の

お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

野
菜
に
耳
を
傾
け
て

自
然
に
寄
り
添
っ
て

朝日村議会へご意見をお寄せください

Asahimura Gikai-dayori 2023

編
集
後
記

　
三
月
定
例
会
が
終
わ
り
例
年
よ

り
早
い
桜
の
便
り
が
き
か
れ
、

あ
っ
と
い
う
間
に
新
緑
の
季
節
に

な
り
ま
し
た
。

　
私
は
こ
の
四
月
末
で
五
期
20
年

間
つ
と
め
た
議
員
を
引
退
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
・
行
政
の
方
々
・

そ
し
て
議
会
の
皆
様
方
か
ら
は
大

き
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
日

を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
感
謝
に

堪
え
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
最
後
に
望
む
こ
と
は
、

村
民
の
た
め
に
真
の
意
味
で
行
政

と
議
会
が
理
解
し
合
っ
て
「
良
い

村
創
り
」
を
す
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
齊
藤
　
勝
則
）

　
委
　
　
員

　
副
委
員
長

　
委
員
長

編
集
委
員

　
議
　
　
長

発
行
責
任
者

清
沢
　
正
毅

齊
藤
　
勝
則

中
村
　
文
映

高
橋
　
良
二

髙
橋
　
廣
美

北
村
　
直
樹

▲
こ
ち
ら
か
ら

　
朝
日
村
議
会
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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